
語意識に現れる音声パターン

(1espa亡 亡¢msdelavoixapParuelorsdelaconscicncedumot)

小 島 慶 一

語 とい うと,フ ランス話 ではまず文法論的立揚 か ら品詞 と呼 ぱれ る小単

位 が考え られ る・同時に音 声学的立場 か ら音声語 とい う単位 も思 い起 こさ

れる.い ずれ もそれぞれの立揚 か ら機能 を持 っているが,特 に音 声語 は心

理的側面 を供 えて表出 され る音声 の単位 であって,一 般 には言連鎖の中に

い くつかの音声的纏 まりを示す・ そ して音声そ のものは心理 と直結 した実

体 であるか ら,筆 者 が語意識 の問題 に触 れ よ うとす る時は,音 声 語に大局

の視点 を置いてい ることになる・但 し表題の語意識 とい う時の語は音声語

ではない.つ ま りその中に含 まれる更 に小 さい単位,こ れは殆ん どの場合

文法論 でい う品詞の単位 に一致 するものである.

そ もそ も音声語はmotphon6tiqueの 訳 語 であ 窮 リズムグループ と

も呼 ばれ,音 声単位であ り,意 味単位 である・そ して音声語はその最後 の

音節 に唯一 のア クセ ン トを有す る とい うのが一般通念で ある、筆者 が語意

識 について考 えたのはこの ア クセ ン ト観に対 して疑問 を持 ったためであ

る.LuciedeVienneが 音 声語 を,母 音が数語 に属 していて も,一 語 し

か構成 しない と感 じられ る一連 の母音りで あると表現 してい るのは極論 で

あ り,音 声語の中には実際様 々の音調的起伏 が認 め られ る,こ れは音声語

内部 に於 る語 が何 らかの意識 の独立性 を多少止 めていることで あろ う・P,.

Delattreが ・ 語 が孤立 した時 にア クセ ン トを受 け得 る音節 はすべ て・ よ

1)LuciedeVicnn巳=NouveauTτa五t6deDlctionFrang飢se,P.i48,
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り正 確には無 ア クセ ン ト音 節 とい うよ りアクセ ン ト消失音節 であ る3)と し

たのは正rしい,確 かに音声 語 を考 える時 に,語 末(中)音 節のア クセ ン ト消

失 は認 め られる・ そ して氏 は更 に続 けて,こ のア タセ ン ト消失 が完全 な も

のか ら部分的 と段 階があ ることを指摘 してい る・ また孤立状態 でア クセ ン

トを有す る単語 のすべての語末音節 は,語 群 中で は完全 にア クセ ン ト消失

しない傾 向にあ ると述 べ,そ の語が重要 であれぱ一層ア クセ ン ト消失 は不

完全 で ある3)と い ってい る.

そ こで試みに筆者 は資料 として連接(Pintuエe)を 取 り扱 った,例 えば

[♂siJlalmdlがunsignalementかunsigne諺11cmandか とい うことで

あるが,い ずれ も音声語 を成 していなが ら,内 部 の個 々の語 の音声変化 に

よって意味が異 な る・書 記法の違 い は明 らか に意味の違い を理解 さ せ る

が,[dンsiヌalma]を 二 っの異な る意味 に分離す るのは話 し手の語 意識 によ

る音 声変化で ある.語 意識 は言葉のあ らゆる場所 に現れ るが,そ の際むや

み に語 の音声変化 を捉 えて も,そ こが話 し手 の意識 した場所で ないか も知

れ ない とい うこ とが ある.そ の点連接 は話 し手 の語意識 が現れ る都合 のよ

い資料 である、

これ をもとに して音声語 とい う比較的明瞭 な単位 の中に於 る微 妙 な語意

識 の変化 を,実 験音声学的 立場 か ら音声分析 し,音 声パ タ ー ン化 を試み

る.資 料 を綱羅す るこ とは不可能で あ り,本 論 はあ くまで一試論 であるこ

とを付記す る,

L聞 き取 り調査(昭和48年10月)

a)目 的

話 し手の語意識が聞き手 にどれほど音声の相違 として知覚されたかを観

察する,

2)P.De呈attrelStudicsinCom甲rぬvePhonetics,p.69、

3)P.Ddattτo:ibid,p,143,
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b)方 法

資料 はP.Delattre(StudiesinFrenchandComparativePhonetics,

p,141)よ り借用・

被験者 は 目本人学生18歳 ～22歳 で英語 既習・ フランス語 お よそ七 ヶ月

既習・各 例 の意昧 を殆 ん ど理解 していない と思 われる・ しか し微妙 な音声

変化 に気 付 くで あろ うと判断 し,そ こで各例 ごとに音声の違いがあ るか否

か を一度 だ け聞 き取 って貰 った、二度以上 の聴取 は被験者の判断力が曖昧

になる と考 えたか らであ る.な お例 はフ ランス人(女 性24歳,パ リ生れ,

パ リ育 ち)が 発音 したもの で,す べ て何 らかの 音声特徴 の 違い があ る・意

味 を理解 しない被 験者 を扱 かった理 由は,フ ラ ンス語 に堪能 な適 した被験

者 が得 られ なか った こともあるが,そ れ で もこれ ら被験者 には意味に代 っ

て音 を忠 実 に聞 き取ろ うとする能動的態度 があって,こ うした聞き取 り調

査 は有効 で あろ うと考 えたか らである.そ して意 味 を理解す る被験者 の場

合 に も,実 際 に調査 を行 なわなか ったが,い ずれに しても理解 の過程 は音

声 の違い によって意味の違 いに移動 するで あろ うか ら,音 声 を聞 く過 程で

は両者 に異 なる結果 を持 たらす ことはないであろ うと思われ る.逆 に意味

を理解 す る被験者の場 合に,た またま一方 の意畦 を知 り,他 方 の意味 を知

らない時 は両例 が同一で あると見なす恐 れ がある.こ の時聞 き手は音声 を

忠実 に捉 えていない.音 声に現 れ る話 し手 の語意識が,聞 き手 の意味表象

に よってあやふや にされ てしま うことが ある,

この調査 はコ ミュニケーシ ョンを考 える時,聞 き手 の音声識別 を調べ る

もので あ る.話 し手 は聞 き手 を想定 し,音 声 を介 して聞き手 に意味伝達 し

よ うとす る,そ して聞 き手 に対す るこの調査 は副 日的で・主 目的は話 し手

の実際 の語 意識 を現象的 に捉 え る こ と で あ る。話 し手の語意識 の形態 は

様 々であ ろ うとは思 われ るが,そ の中 で も聞き手 がよ りは っき りと知覚す

るのは如何 なる場合であるか、 この調査 は補助的実証 として為 された、

c)結 果

音声 の相違 に気付 いた者 の多い例 を順 に整理 し,表1に 示す.
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表1 伊1はP.D℃1att【oよ り

連接 の例 を扱 かったのだが,各 々の発音 の中には多少不 自然の もσ)があ

る,そ れは言連鎖 中の部分 としてではな く,独 立 して発音 しているためで

ある.例(1)のelleestは 例 えばelleestFrang翫ise,と い う場合 のelle
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eStと 違 っている,本 論 ではこの場 合hais-lesとelleestに 於 る[ε1e(ε)1

で,haisが 抽 出 され るか,elleが 抽 出 され るか とい う意識 の問題 であ っ

て,elleest… 甲 とい うよ うな言連鎖全体的 なものは考 えていない.こ れ

は話 し手 の語意識に関係す る・ こ うした観点 で得 られ たのが表(1)で あ る

が,そ れぞれσ)統計数 に於 て,.全 員 が必ず しも即 答 したわ けではない,各

例 の発音 が同一な らば○,相 違 している と感 じた時はXで 答 え るとい う簡

単 な調査 だが,そ れで も訂正 した者 がかな り有 り,訂 正者数 がある例 に偏

ってい るのも注意に値 す る,第 一 の例1alaine,「haleineに 訂 正者 が比較

的多 く出 たのは最初 のため心理的 な不安定 さがあったか も知れ ない が,そ

の他の場合 は何故で あるか.こ れは後 の音声分析 結果 と照合す るとはっ き

りす るだ ろう,参 考のため訂正者数 を表(1)に 付 加 してお く,

IL音 声 分析 とパターンの試み,

a)目 的

話 し手 の語意識 を観察す るために,意 志伝達 の際 に現 れ る音声変化 の構

造 を視覚的 に捉 える、

b)方 法

カセ ッ トテー プ レコーダーに録音 した話 し手 の音声 を,実 験器械 によ り

波形化 し,そ れ を実験音声学的 立場 か ら分析 する・便 宜的 に表(1)に 纏 め

た順 に従 う.

c)結 果

まずそれ ぞれ の例 についての分析精果 を概略表記す るが・その際筆者 自

身 による表記法 を説明す る,

イ ン トネーシ ョンを示すのには様 々の方法があるが・本 論では直線 の向

きに よ り表 わす・例 えばこれ は1'encrierに 於 る高 さと時間 の関係 で ある・

(次頁上)上 昇部 に於 て高 さは段階的変化 を示すが,こ の時聞 き手 は,時 間

1-3の2/10sec問 に お よ そ200Hzか ら240Hzの 変 化 を全体的 に聞 い

てい るので表記 は上昇直線で 示 さ れ る方 が よい・ 下降部 にも高 さの起伏
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×温sec

があ るが,考 え方 は上昇部 と同様で ある.

声 門閉鎖は先行音 の出渉 りの急激 な振 幅減衰,波 形消滅,後 続音 の入 り

渉 りの急激な振幅増大 の一連 の変化 か ら観 察 され る.そ の中で も波形消滅

が最大要 素であ る・例 えば これ はunsigneallemandの 場 合で ある・

漏sec
H ?

P目a

こ れ と声 門閉鎖 を伴 わない休止は!で 示 して区別 したが,休 止 の場 合は

先行音 の振 幅減衰 が比較的緩やかで,次 に波形消滅 がある時 とない時が あ

る、 しか しいずれ に して もそ¢)持続時間 が長 い.後 続音の振幅増大 も緩 か

である,こ うした場合 は声 門閉鎖ではな く休止 とした.次 の例 を参照 され

たい,

rencreyest・

垢sec一
kr

.
1

rautreestnoire

%sec
H

trε

長音は=,半 長音は とした・但 しこれはそれぞれの例に於ける相対的

な時問の長 さである・強音や気息による声質変化はロで示す,
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これ らの音声表記 をパ タ ー ン化 し(表2),共 通 な最 大要素 を含 むパ ター

ンをA,B,C,Dに 大 き く分類 し(表3),そ れ ぞれの類 の中か ら特徴的 な

例 をグ ラフに示 す・パ ター ン化す る際,記 すべ き音声変化 がない時 は示 し

ていない.

. P二ph・nむme
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?=声 門 閉鎖

目=強 音、声質変化
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表2

この結 果,パ ターンA,つ まり声 門閉鎖や休止 の ように間 を置 くことが

最 も多い ことがわか り,次 いで高 さσ)変化 と長音 化が意識要因 として大 き

い.倒 や声 質変化によるこ とは語意識 に際 してさほど関与的ではない・

表3の.パ ター ンAの イ?一 に例番号16が 含 まれ るが,こ れは54/170

名 の みが識別 したにす ぎない・?の ある時は この表全体か ら見 ると識別者
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ノ{ター ン の 分 類

話 し手の音声パターン 例番号/閏き'勤 話 し手の意識要因

イ?
}

1,2,11,16,

↑? 『

ぐ?
6,

5,

A

}?
『

?
→▼/

1}

4,

7,

声門閉鎖又は

休止のあるもの

-/ロ 3,』

-/
『 8,9,15, 一

一

/ 5,7711p13,17,18,

B ノ: 10,12,17,20,
高さの変化,長 音化

のあるもの
→
▼ 9,14,

C ・ 14.17

目一一■

∂が 出 る もの

D □ 珀, 声質変化にょるもの

休 止 部 に 完行 音 が 残 る場 合 は

蒋弓番・号び)「ぐに線 を付'加'ずる。

表3

が もっ と多 く居 て当然 と思 わ れ る.16はmsignalementとunsig皿e

allemandで あ るが,瑠s'gn41ementの[醐200Hz,[il220Hz,[司200Hz

と 娚8'gne41iemandの1(司200Hz,lil250Hz,?,[a]200Hzの 高 さ

の変化 の形状 が類 似 してい るため,お よそ3-4/100sccの 翌 が認識 され

なかったためで あろう・ この ように然 るべ き湯所 に統計結果 が現 われ てい

ない場合 は,表(3)に 少 々見 られ る・ これ はそ の例 に識別 を弱 め る共通要

素 が例16の よ うに現 われ てい るためで ある.

表(1)の 訂 正者数 と表(3)の パ ターンを照 合 してみる と,訂 正者数 が少

い とい うこ とは,音 声的 に比較的は っき りした相 違 が認 め られ たわけ で,

今 例 えぱ訂正者数0,1,2を 考 える時,そ の例番号 ほ1,3,5,7,18,19,20で あ
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る.1,3は パ ター ンAに,5,7は パ ターンA,Bに 跨 が る.し か し18,

19,20は 音 声の相違 が ない とい う迷わ ない認識の もとに訂正者が少なかっ

たのであ り,こ れ ぽ1,3卜5,7の 音 声の相達 が明 らかにある とい ラ認識 で得

られ た結果 と統計数字 の意 味が異 なる・ だ か ら18,19,20は 捨 象 して差支

えな い、 訂正者数 が3,4,5の 時,例 番号 は8,9,10,11,12,13,14,16,17で

あ る、殆 ん どパ ター ンA,Bに 跨 がる.訂 正者数6以 上は4,6,15で あ る

が,4の 場 合は先述 したが最初の例のため心理的不安定 さがあッた と思わ

れ るので捨象す る、6,15の 蝪 合は興味あ る.6は7名 の訂正者 があったが,

そ の うち6名 は 〔》→Xと 訂正 して い る か ら音声相違 に気付 いたのであ

り,rrつ → の うちのいずれかの要 素が残像 となって音声相違 に気付 くため

に働いた といえる,15は6名 の訂正者 が あ ッた が,そ の うち2名 のみが

○ → × と訂正 してい る、6の 例 よ りも音 声相違 を識別 していない.15は

66/170名 が音声相違 に気付 いてい るか ら,104/170名,つ ま り約3/5が 同

じ発音である と認識 したこ とになる、15の パ ター ンは地 の8,9の 比較的識

別 が多か った例 も含 まれ るが,そ れでも識別者が少なか った理由は,8の

unn4初v41ideの[司 が200～250Hz[a]が200Hz,9の1'碑creJFest

の1司 が260Hz,[ilが200Hzに 対 して15のons躍'dθ ∫gouttes,の

[司 が260Hz,le】 が200Hzで こ れ は殆 んど8,9と 変 りな い が,但 し

[alの 次 の休止部 が有声 のため,ons'end∈go血te,の イ ン トネーシ ョンに

類 似 したためである.

次 に各パ ター ンについてグラフ化 し説明す る.グ ラフ作製 の際 便宜上

音韻 に よる区分 を したが,音 声 は調音運 動の連続移動変化 の過程 に生成 さ

れ る故 にこの方法 は厳密 には正 しくない・録 音者 の女性 ア ラ ンス人(先 に

説 明)の 声の高 さは殆 ん ど180-250Hzの 間 にあ り,こ れ の時 間変化 を点

で示 し,概 略 を太実線 で表わ した・ 強 さは波形の振幅変化 を点線で示 し,

こ れ を音声学的 に解釈 して,強0弱 の三段階に分 け,太 実線 で示 した,こ

の三段 階に分 ける方法 はひ とつの試みで ある・そのために先ず筆者 が母音

について行 なった実験 の振幅比 は次の ようである・
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臼
旦

1目

目引e悟
2「2 3 嘉1輩・調1

この比 でもって各 々の例の

・母音 につ いて相対的立場か

ら波形 の振幅 を再 検 討 し

た.な お鼻母 音については

資料不 足のため対応 口腔母

音 と同比で示 した.

ノぐタ ー ンA,

(C'est)dune丘 と(C》est)d'uneere・ 識 別 者151!170名

C'estdunerf.

r

㎜

伽馳

ε

一

C肥緬XO19876
(5432八

1

,

n

一

.

ybd
"ε

7一

S

z

O

O

O

O

H

24

22

20

18

0

強
0
弱

ゴヘ、,..一

,■ 、.へ.ノ

八

裾 、}・・… ・一、.
一 一 一 』r職

"....
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同じ強さの振幅比

αestd'une壱re.(A)

S ε d h y ng εr

240
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220
欄
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■
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180
圃

肺 ㎜ .
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八
強
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置
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へ

?～.ノ ハ 、㌔
%,?,

。・'、
r一 伊

2 1

同じ強さの振幅比
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パ ター ンAの 中でも2を 含む例番号は1,2,H,16,6,5,4(表3参 照)

で ある.そ れぞれ多少 の相違は あるが,2のc'estd'une色reに よ りは っ

き りと?が 見 られ るので これ を掲 げた.

dunerfとd'uneさreの イ ン トネーシ ョンを比較す る と,前 者の音連

続 に対 し,後 者 は音不連続で ある・ これ は ♂uneの 後 に休止 があるこ と

を示す・そ して この休止部 に見 られ る波形α)消滅 は明 らかに声門閉鎖 を示

しているが,こ σ).伽 ンはより髄1こ は 」 ～)?(反 となり,声

門 閉 鎖 がd♪uneと εreを 識 別 さ せ る 要 因 で あ る ・?の 前 後 の 音 の 出 渉

り,入 り渉 勢 の 形 状 に も特 徴 が あ る,点 線 の 円 で 示 す ・

(On)s'end6go直te,と(On)sentdesgouttes・ 識 別 者66/170名

0疑 ぎend邑go飢e,

Hz

lll「

!認1

強

o、.

弱

0 1 2 3

幽 一
4×%sec

21.5

同 じ強 さ の 振 幅 比

Onsentdesgouttes,(A)
n

塾
0

強

0.!'、'、 、

11-i目ロ脚

9 u

123 4

'・ プー マ
1..'"m'臼

5 6x%sec

,r・ ・'"、"・ ・甲

2

同 じ強さび)振幅比
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パ タ.一ンAの 中で/(休 止)を 含む例番号 は7,3,8,9,15(表3参 照)で あ

る.こ のパ ター ンAは?或 いは/の あ るもので 語意識が最 も明瞭 なパ

ターンであ るが,そ の中で も例番号15は このパ タ ー ンAに 属 しなが ら

聞 き手 の音声相違識別 に余 り関与 しなか ったので掲げてみた・

sentdesgout亡esは,休 止 のある他 の例 とは少 々異な る,普 通は波形

消滅 を伴 な うと同時 に声門閉鎖が な い.し か し こ の例 では波形消滅がな

く,そ の結果声門閉鎖がない ことになるが,こ れ は意識の中断で あっで,

そ のため全体 のイ ン トネーシ ョンがOns'endεgoαte,に 近 づ き,語 の識

別 者 が少 なかった と考 え られ る,こ の タイ プもパ ター ンAに 含 めたため

表(3)で は不規則 な揚所 に現われてい る.こ のパ ター ンにはよ り厳密 には

凶 、 胴 時に//)槻 察された.

1'eautr6snoifeと 「autrcestnoire・ 識 易ll者137/170名

i,eautr壱snoire

0 t r n WHz

240

220

200

180

ε

一甲

a

一

r

・,「__二
,臼一

■

「目「甲,■ ■一 醜 ■}■

0 123456789101112X

強

0一 一 ・

弱 、%.,.押 い～'

2

、,一"・ ・"、■へ■

23

同 じ強さの振幅比
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rautreestnoire〔A)

Hz 置 o
■■一 噌 ■

t ε ln 、▽ a r
r

240

220

200

臼",
■,一

r■}

,F,■ ■■ 胃

180
『,

甲「=

呂 甲「補 ・一

0 1 23 4 5 67 8 9 10 111213 1415× 垢s

、ノ,,、しほ強 、

0∫ ・」__乙.

弱 ∫'転

2

一 、、

2

同 じ.強さの振帽比

3

パ ター ンAの 中 の/を 含 む中 で,こ の休 止に後続 す る音 が他 の例 と違

って強い.こ れは振 幅の点 か ら,又 同時 に 聞 こえの点か らもそ ういえる.

こ の聞 こえσ)点について興味 ある問題 を含 んでい るためここに掲 げ た、

1'eautr齢noiエeもrautreestnoireも 強 さの、点からい うとどち らも

oつ 一弱 である.し かしこれは概略 σ)振幅比か ら,得 られ た波形 の振幅 を

更 に概略表示 したものであるか らあ くまで 目安 である・ だか ら両例 の振幅

変 化 を見 ると相違 がはっき りして いる,ま ず 「eautr～snoireの 【ε1は語

中1εiで あ り,1'autre雄noire,の[ε1は 語頭1ε1で ある・ 先行 国 の

振 幅の違 いか らも明 らか である・この点か らも両者 の[ε]の 違 いは指摘 で

きるが,聞 こえの点 にっ いて後続 囹 との振幅比に注意 してみ る・前例 は

1ε1同 殆 んど同 じ強 さで あ る・ この時音声学的 には 同 は[ε]よ り弱 い

と考 え られ る.後 例 の場合,[alは 周 よ り弱 いのであるが,前 例 と違 っ

て振幅 は[εiよ りも小 さい極 く弱 い音 である・ この弱音 同 は確 か に[ε】

が語頭で ある とい う条件 も加 わ って いるが,相 対的 な聞 こえとい う点か ら

す ると[ε]が 一層強音 と感 じられ る・常 に先行・後続音 との関係か ら音声

学 的判断 に頼 らね ぱな らない・ この例 は休止 があるか らパ ター ンAに 属

す るが,そ の中で も休止 に後続す る強音 を有す るタイ プ として掲 げてみた,
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パ タ ー ンB

eestcela、 とCe8se1直.識 別 者116/170名

ごestcela.(B)

Hz

240

220

200

180

.強目 ←
0・.
弱 、

'㌧

、
.げ'、

一・r'"・〆'"1

3

8× 漏sec

2

同 じ強さの振幅比

Cesse拾(A)

Hz

240

220

強
〇一
τ一rアマ胸 、

上
6一

,

」

5
7 B× 垢sec

戯
..
'

23

同 ヒ,強さの振幅比

パ ター ンBは 話 し手 の高 さの変化 を意識 要因 と して分類 したが,そ の

中でC'estcela、 はCossel江.(パ ター ンA)と 微 妙 な相違 を示す.そ れで

い て比較的識別者の数 が多いので検討 してみ た.

まず高 さの変化 で あるが,C'estcela,に 於 て[sε1の 上昇部 と[sla]の

下 降部 とによづて二語の意識に発音 している・ これ を聞き手はCesse1ゑ,

と何 らかの音声相違 に よって識別 している・両例 の高 さの変 化は全体的 に
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C'estcela,の 方 が い く分高 いが,ほ ぼ同 じ形状 を示 してい る・しか しよく

観 ると文頭[sε]の 高 さの入9方 が匿に相違 し,後 続 国 に大 きな違いが

ある.C'est`θ1a,の[s】 は語頭 で強 く,休 止がない,と ころがCe∬e1直

の[slは 語 末で振 幅減衰+休 止で,決 して1直 に結合 しない、これは話 し手

の語意識 に大 き く関係 してい ると同時に聞き手 の音声相違識別 となってい

る.話 し手の語意識 はこの ようにパター ンに表現 できない音 関係 を含 む・だ

ー7ミ
か ら こ の 場 合,強 い て 表 現 す る な ら ばC'eStcela,はplp2p3で,/s/で

ゆ
あ るp2は,'1/のp呂 と結 合 す る こ と を(で 示 し,Cesse1査 はp節 置1p3

ノ 　う
とす る方が よ り詳 しい・ しか し表(2)で 示 した ようにplp2p3,plp菅!p3

のp2σ)音 声環境 を考 えれ ば,前 者が語頭或 いは語中音で後続音 と連結 し,

後 者 が語末音で あることは理解 される,そ して音韻の結合関係 をパ ター ン

の中に持 ち込む ことは よ り繁雑にな るので控 えた、

lessentiersと1aisseender,識 別 者111/170名 。

1essentiers
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220

200

180一

強 隔

〇 一 一7バ'㌔

弱 ・、,、,..頬

10× 垢sec

}

2(2.5)(1)

同 じ強 さの 振 幅 比

...'
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laisseentier(B)
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弱 、1、,、 鴨

2(2.5〉(1〉

同 じ強 さの振幅比

パ ター ンBの 意識要 因である 高 さの変化が比較的 明瞭であるので取 り

上 げた.

1aisseentierは イ ン トネ ー シ ョ ン の形状 を見れば明 らかに1aisseと

entieエ が二分 されて二語意識 に発音 されている.lessc且tiersは 全 体 で一

語 意識であ る.lai∬eenti肛 の[slは[ε1に 後続 し,長 音化 を示 している

が,こ れ よ りもまず音の上昇部 が語意識 のために働 いてい る・上 昇部 の後

に語の切 れ 目が ある.

パ ター ンC

IU'aエmait,と111aエemet,識 別 者71/170名.

Il07arm&耽,

Hz i 1 1! a r m ε

240

一

■柵

220

200

180

"臼 『 ■■臼一
}.■ 『■■

1

o 1 2 3'、4 5 6 78X娠

、

㍉

f

強

0
弱

〔一一

8X垢sco

一 、甲■

3

同 じ強さの振幅比
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IIiaremet.(B)(C)

無
糊

嶺

0

掴
ハ■【 継

8× 垢sec

32.5

同 じ強 さ の 振 幅 比

2

この パター ンは 囹 の音が現 われ る もので,他 に例番号 は17が あるが,

よ り明瞭な方 を選 んだ.

[giを 表 出す るこ とによって語意識 を保つ とい うこ と・は,111a解metの

場 合,文 字eを 発 音 したに過 ぎない といえば確 か に語remetの 語 中音 と

して現われた¢)であって語意識 には一見関係な さそ うに思われ るが,こ の

場 合r(β)metの よ うに[a】 を脱落 させ ることが可能で ある・ここにはパ タ

ー ンB¢)要 素 も含 まれ るjaの イ ン トネ ーシ ョンはremetと 分 離 され

るが,【r]が[alと 結 合 し易い た め,【a1を 意識的 には っき り表 出 したも

ので ある・ 聞 き手 に とっては 時問的ずれ となって 音声相違 を識別 させ る・

但 しこの 囹 の出現 は聞 き手 にとってはあま り重要性 がな いと思われ る・

とい うのは例番 号17のpasdr61eとpas由r61eに 於 てはイン トネー シ

ョンが殆ん ど同一 で[9]の 響 きの大小 に観点が置かれてい るが.42/170名

が識別 してい るのみ であることか らも判断 され る.図(6)が71/170名 で

あるのはlmaremet・ がパ ター ンBと も関係 してい るか らで,レ の[al

の長 音化 とイ ン トネ ーシ ョンの上 昇調 は,よ り大 きな役割 を果 してい る・

パ ター ンD

(nparle)dunδtre、 と(11parle〉d'uoeautre・ 識 別者28/170名.
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Ilparledunδtre,(D)
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同じ強さの振幅比

IIpar且ed『uneautre.
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7× 垢sec

1

同じ強さの振幅比

3

こ のパ ター ンに該 当す る例 は19の 一例のみであった,

このパ ター ンは声質変化 であ り,特 にこの例 は気息 に関係 す るか らグラ

フには示 し難い.例 えぱdun6treもd'uncautreも,時 間,イ ン トネ

ー シ ョンは殆 んど同 じである、28/170名 の識別者 が居 た ことは,そ の要因

を[ylの 声 質の相 違 と[yl[n】 の渉 りの強 さの変化 である と考 え られ る.
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dun6亡 ∫eの[ylはd'uneautreの[y]よ りも筋肉緊張 を伴 なった音 で,

波 形に よれ ば前者 に気息 を含 む子音性が増大 して いるのが認 め られ る,こ

れは声質 の相 違 とな って現 われ る.但 しこの要 素は聞 き手 に とっては語識

別 にあま り関与的ではない といえる,

皿 ・ 反省 と結 論

以上の よ うに語 を識別す る と思われ る要因 を甚 だ簡単 にパ ター ン として

分類 し述 べてみ たが,こ の試み は意識 に伴 な う音 声 である故 に個 々の.パタ

ー ンは同時に記述 し尽 せない多 くの現象 を含 んでい る.メ ター ン設定 にっ

いて も細 か に検討すれば更 にパター ンの数 が増 す α)は勿論 である.そ の た

め現在 の ところ理 解 しに くい箇所 もある,例 えばパ ター ンAの イ?一

は二語 に識別 す る最 も重要 なパター ンで あるが,.こ こにn。16¢)結 果的に

は聞 き手 の織別度 ¢)低かったもσ)が分類 され てい る・ これは本論中に も触

れ たが,こ のパ ターンイ?→ の識別度 を低め よ う と働 いた更に他 の要因

が加 わった と考 え られ る・ また この聞 き取 り調査 の方法に も問題 があるだ

ろ う,N。16の 例 についてsignalemεntと は 無関係にsigneallemand

が 一語 か二 語か とい う問 いに対 してな らば恐 ら く違 った結果 だった と思わ

れ る,今 回の方法はunsignalemen亡 とunsigneaUemandは 音 声が同

一・か否か とい う問いに対 して答 える調査 だった故 に被験者 の中には他の観

点,例 えば全 体 のイ ン トネ ーシ ョンに注意 を払 い,こ の中に含 まれ る時間

差 などの要素は問題に しなかった者 も居 たか も知れ ない,な お これ はコ ミ

ュニケーシ ョンの聞 き手 の立場 であるか ら調査 の結果 は聞 き手 の主観 陸を

含むが,パ ター ンの方は話 し手 の音声 を筆者 の主観 をでき るだけ抑 えて波

形 を分析 し,構 成 したものであるからかな り客観 的 である・パ ター ンは話

し手 を,聞 き取 り調査 は聞き手 を想定 したもの だが・ コミュニケー シ ョン

に於 て,話 し手 の意識が どの程度 に伝達 され たかを補 足的 に聞 き取"調 査

によって調べ てみ た,そ の結果表(3)に 纏 め たよ うに,話 し手 が最 も多 く

表出す るパ ターンAは で あ り,し かも聞 き手 にとって も最 もよく識別 し

て いる,こ れ は声門閉鎖又 は休止 が語間 に現われ る もので・ パ ター ンB
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は高 さが高 くな った ところに語 の切れ 目意識が ある・パ ター ンCは 音韻

1可 が出現 し,パ ター ンDは 声質変化が語意識 に対 して主要因 となるも

ので ある.し か しパ ター ンC,Dは あま り頻繁 ではな く,聞 き手 もさほ

ど識別 していない.

語 意識 はア クセ ン トや リエ ゾンの よ うに 様 煙)面 か ら研究 され 得 るが,

今 回 は連接 につ いて特 に話 し手 の語意識 を音声分析 し,ま た コミュニケー

シ ョンの立場 をを踏 まえる意味 か ら聞 き手 を設定 し,両 方の立 揚 を照合 し

なが らお おまかなパ ター ン化 を試みた.そ の結果 を報告す る・

以上

使 用 器 材

ソニ ー カ セ ッ トテ ー プ レ コー ダーTC-1180

ソ ニ ー ダ イナ ミ ツク マ イ ク ロ フ ォ ンMTL・F-96

電 磁 オ シ ログ ラ フ 〈ビ ジ グラ フーP〉

感 光 紙 ア グ フ ァ ゲ バ ル トオ シ ロス ク リプ トデイ シ ャー プ/1三栄測瓢K・
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